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１．目的  

現在，遠隔地における施工管理業務の効率化を図

るために「点群データの活用」が有効な手段の一つと

して注目されている. 点群データの活用には，精度の

高い点群を取得する必要があるが，対象物の材質や

点群取得方法によって点群生成精度にばらつきがあ

ることが課題として挙げられる． 

筆者らは，これまで点群を駅等の構造物の完成時

の計測に活用する目的で，地上型レーザースキャナ

（以下 TLS という）やスマートフォン・360°カメ

ラ等で撮影した動画から SfM 技術により取得した点

群の精度について実験的検討(1),(2),(3)を行ってきた．

しかし，撮影デバイスの入手が容易なスマートフォ

ンと使用料が無料で利用しやすい LiDAR アプリケ

ーション（以下アプリという）を用いて取得した点

群の精度検証は未実施であった．LiDAR は，レーザ

ー光を照射してその反射光の情報を基に対象物まで

の距離や対象物の形などを計測する技術(3)である． 

本稿では LiDAR アプリを用いて，屋内で材質の異

なるターゲットを距離を変えて撮影し，点群の生成

状況，平均点群間隔等を確認し，精度検証を行った結

果を報告する. 

２．試験概要 

（1）撮影状況 

撮影状況を図-1 に示す．デバイスを人が持ち，タ

ーゲットが映る形で左から右に歩く（片道）ことで撮

影を行った．リアルタイムで表示される点群取得状

況を確認して作業者が移動し（実績の移動速度は 0.3

～0.9m/sec 程度），ターゲットの角度はデバイスと正

対状態である 0°，ターゲットまでの距離（以下ター

ゲット距離という）を 0.8m, 2.5m, 5.0m の 3 種類で撮

影を行った．スキャンサイズは 0.8 および 2.5m の際

Medium Object，5.0m のときは Large Object とした．

処理モードはいずれも Area とした．撮影に使用した

デバイスは iPhone14Pro(Apple 社)，使用したアプリは

Scaniverse(Niantic 社)である．点群の切り出しには

Cloud Compare を使用した． 

 アプリで取得した点群からそれぞれターゲット部

分の点群を切り出し，点群の生成状況及び点群平均

間隔についてそれぞれ検証を行った． 

（2）ターゲットの材質 

 検証方法として実際に駅等で使用される15種類の

材質のターゲットを使用し,それぞれの材質における

点群生成状況を把握した．使用したターゲット材質

については表-1，図-2 に示す．材質の異なるターゲ

ット(45cm×45cm)を図-1 に示すように固定すること

で一度の撮影で検証を可能とした． 

表-1. ターゲット一覧 

 

図-2. ターゲット一覧（写真） 

３．検証結果  

（1）距離・材質による点群生成状況 

ターゲット距離 0.8m の場合の平均点群間隔を図-

3に示す．また，3 種類のターゲット距離での点群生

         

  
     
   

                    
   

        
 

    
     

      
    
    

  
     

      
   

    
       

   
      
   

 
 

       

        

図-1. 撮影状況 



成状況を図-4,5に示す．ターゲット距離 0.8mの場合，

屋根材(ｸﾘｱ)を除いて点群が生成された．TLS，SfM 技

術と同様に，LiDAR を用いた屋根材(ｸﾘｱ)のような光

が透過する材質の点群取得は難しいことが分かった． 

図-4,5 に示すようにターゲット距離 0.8m と比較し，

2.5m,5.0m の場合，①黒(基本色)，⑬白，②ゴム，⑩

黒(黒色無双)，⑪SUS(ヘアライン)，④黒(天井材)，⑧

SUS(鏡面)は特にターゲット中心部について点群が

十分に取得できなかった．光を反射する材質(白，

SUS)及び吸収する黒色の材質については距離が離れ

ると点群取得が難しいといった結果となった．  

（2）距離ごとの点群生成状況 

 (1)で確認し，ターゲット距離 5.0m の場合ターゲッ

ト中心部で欠損が発生しなかった⑤黄色点字ﾀｲﾙ，⑨

陶磁器ﾀｲﾙ，⑥樹脂，③亜鉛ﾒｯｷ(古)， ⑦木材，⑮亜

鉛ﾒｯｷ(新)， ⑫石材ﾀｲﾙの７種類の材質についてター

ゲット距離と点群平均間隔の関係を図-6 に示す．

SfM 技術を用いたターゲット距離 8m の場合の平均

点群間隔 10mm 以下であった(1)が今回ターゲット距

離 5m の場合平均点群間隔は 9.8～17.3mm であった．  

４．まとめと今後の展望  

 LiDAR を用いて点群取得できる材質，距離を把握

した．また，材質により点群生成状況が異なること，

ターゲット距離により平均点群間隔が変化すること

を確認した．LiDAR を用いて様々な材質の対象物の

点群を取得する際は約 0.8m の位置での撮影を心掛

ける必要があり，一部材質は LiDAR よりも SfM 技

術を用いた場合密に点群を取得できる可能性がある． 

今回の検証結果を基にデバイス及び撮影距離の適

用範囲を決定し，LiDAR を用いた点群取得対象構造

物を限定することで，精度保証が可能と考える． 

今後の課題としては，今回取得状況の良くなかっ

た材質における点群取得方法の改良，他のアプリや，

暗所での取得精度向上が，点群活用を広げる上で重

要となると考え，検証を進める． 
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図-3.材質毎の点群生成状況（0.8m） 

図-4.距離ごとの点群生成状況（左側） 

 

 

図-5.距離ごとの点群生成状況（右側） 

                      

                       

       

                      

       

       

       

                       

        

                       

                       

                       

        

      

 

  

       

                                                   

図-6. ターゲット距離と平均点群間隔の関係 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

  

  

  

  

  

       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

          

                    
             
                          
             


